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１．概要（Summary） 

当研究室では，尿路結石症の治療と予防のため，原因

物質である尿中シュウ酸を患者のそば（ベッドサイド）で測

定できる超小型液体クロマトグラフの開発を行っている．こ

の分析装置では，様々な尿中成分を分離したあとシュウ

酸を金薄膜微小電極により電気化学的に検出する．そこ

で，本研究では，本プラットフォームの真空蒸着装置を用

いて金薄膜の形成を行い，それ以外の工程を当研究室

で行うことで微小電極を作製し，その性能を評価した． 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

EB 加熱・抵抗加熱蒸着装置 （ULVAC) 

【実験方法】 

ポリスチレン基板を金属製のホルダーにねじで固定し

たのち，抵抗加熱蒸着により基板上に金薄膜を形成させ

た．製膜速度は膜厚 10 nm まで 0.3 Å/s，それ以後は 1.0 

Å/sとし，最終膜厚を100 nmとした．その後，当研究室に

おいてリソグラフィーおよび化学エッチングを行い，微小

電極（単一くし形アレイ電極：線幅 50 μm，間隔 200 μm，

電極数 24）を作製した．これとポリジメチルシロキサン製

マイクロ流路を接合したものをフローセルとした．  

３．結果と考察（Results and Discussion） 

Fig. 1 に示すように，基板上には目視レベルで均一な

金薄膜が形成した．製膜終了時の蒸着室温度は 50～

54℃であるため，熱によるポリスチレン基板の変形はなか

った．また，手指の爪による薄膜の引っかき試験では，薄

膜の剥離は見られず，薄膜と基板の接着力は実用上十

分なことを確認した．続いて，作製したフローセルをアクリ

ル製ホルダーに設置し（Fig. 2），ここに各種濃度のシュウ

酸溶液を連続的に送ることで電極からの電気化学応答を

調べた．その結果，シュウ酸の検出限界は1.2 µMであり，

尿中基準値（50 µM）よりも低いことから，尿中シュ

ウ酸を十分な感度で検出できることを確認した．  

 

 

 

 

 

 
Fig. 1 Photograph of gold thin film formed on 
polystylene substrate. 
 

 

 

 

 

 
Fig. 2 Photograph of a flow cell. 
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